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研究の概要 

日本留学経験が現在の職務に与える影響 

 

本研究は、日本で大学や大学院などを卒業・修了し、中国と日本で企業等に就職している中国人元留学生

を対象に、日本の高等教育機関で学んだ知識や日本社会におけるアルバイト活動、インターンシップ活動な

どの社会経験が現在従事している職務にどのような影響を与えているのかについて明らかにし、日本留学経

験が中国と日本の職場の職務に及ぼす影響を比較検討することを目的とした。海外留学経験は収入や職業キ

ャリアに正の影響、仕事や私生活に充実感や満足感をもたらす（新見・米澤・秋庭，2018）としているが、

日本で留学を終え、中国に帰国して就職した中国人帰国留学生や日本で就職した中国人元留学生を対象に、

彼らが日本留学経験をどのように捉えているのかについて検討した先行研究は僅少である。本研究は、日本

留学経験が中国と日本の職場の職務に与える影響の差異を明らかにすることにより、日本留学の意味を再考

し、中国人留学生の将来のキャリア選択、キャリア形成のための重要な参考資料を提供することができる。 

 

本研究は、質的研究と量的研究で構成される。質的研究手法として半構造化インタビュー調査、量的研究

手法として質問紙調査を実施した。半構造化インタビューを通して現在の職務に影響を与えている日本留学

経験の内容について調査した。インタビューデータを質的手法で分析し、本研究の仮説を生成した。また、

半構造化インタビューデータを参考に質問項目を設け、質問紙を作成した。質問紙調査では、現在の職務に

影響を与えている日本留学経験と日本と中国で就職する目的、仕事に対する価値観、仕事満足度に加え、中

国人元留学生社員の属性との関連について明らかにし、質的研究で得られた仮説を検証した。 

 

グローバル化が進んでいる今日の日本において、元留学生社員という「高度人材」は増加の一途を辿って

おり、日本の職場も多様化している。元留学生社員は日本留学経験を通してどのような学びや気づきがあ

り、それを現在の職場にどのように活かしているのかを検討することは、留学生のキャリア選択、キャリア

形成のために重要であると考える。 

日本留学経験のある元留学生社員は、現在の職務において日本留学経験をどのように捉えているのか。本

研究は、日本留学の意味を再考し、留学生の将来のキャリア選択、キャリア形成のための重要な参考資料を

提供できる。 

 

・「中国人元留学生の就職活動―中国で就職した場合―」 

・「日本留学経験が現在の職務に与える影響―日本で企業に就職した中国人元留学生社員の場合―」 

・「日本企業における日本留学経験の活用と労働価値観―中国人元留学生社員の場合―」 
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